
平成27年６月に、城山地区社会福祉協議会が発足し11年目となります。前会長の古川邦彦氏から令和

３年６月に受け継つぎ、城山地区を元気にするため、みんなの力を集めて活動し、城山の力を高めて行

くことが、協議会の願いであります。

協議会は、５つの委員会が主体的に活動を計画して、委員会ごとに立案し、役員会に報告し、協力を

依頼して、責任をもって事業を実践しています。

おかげで、昨年の各委員会の事業は実施することができ、これにより住民の方々に認知され、地域の

方々のふれあいも深まり、各事業を楽しみに待っていただけるようになりました。

本年も、５つの委員会を中心として、城山小学校１・２年生児童を対象の３世代交流ふれあいレクリ

エーション事業、第11回城山の夏まつり、わくわくチャレンジ親子史跡めぐり、ひとり暮らし高齢者の

つどい、城山小学校４年生児童と保護者対象による避難所

開設体験学習、いきいき城山スポレク大会、こども110番

の家の支援と確認、安全パトロール、広報「つながり」の

発行などを実践してまいります。

なお、地域の輪を広げる事業として、地域振興委員会が

中心となり城山の夏まつりを開催して参りました。今年度

は第11回目を目指して検討を何回も重ねてきましたが、諸

事情により総会の日までに開催決定を決めることが出来ま

せんでした。城山地区の皆様からは、今年も夏まつりを楽

しみに心待ちしていると、お声をかけて頂いておりますこ

とを、委員一同大変有難く思っております。

地域振興委員会では、夏まつりに変わる事業を出来ない

か委員会において、検討を重ねていく所存です。

最後に、城山地区社協は、各種活動を通じて、城山の皆

様のふれあいを大切にし、楽しく活気のある城山地区とな

るように、努力してまいります。皆様方のご支援とご協力

をお願いします。

なお、城山地区社協は、皆さんにも、各種活動を通じて、

より一層のふれあいを感じていただける企画として、右記

のQRコードを掲載しましたので、参加をお待ちしており

ます。

城城山山地地区区社社会会福福祉祉協協議議会会総総会会開開催催
令令和和88年年44月月2266日日（（日日）） ゆゆととりりのの森森 22階階大大会会議議室室

会長あいさつ 伊 藤 紋三郎
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委員長 服部 忠久

城山小学校１・２年生69人と、体育委員会及び各委員会参加者26人が、城山小学校体育館で11～12名

のグループを６組つくり、ポケットボール、玉入れ、バランス棒など６種類のゲームを順番に行うよう

にしました。

スカットボールは、スティックで打ったボールを、得点板に開けられた穴に入れるゲームです。ボー

ルが得点穴に入りかけてもクルッと回って逃げてしまって得点にならず、子どもや大人からため息が漏

れていました。

バランス棒ゲームは、長さ50㎝ほどの厚紙で作った棒を手のひらに乗せ、何秒立てていられるかを競

うゲームです。棒が軽く短いのですぐに傾いてしまい、長く立てていることができません。その中でベ

ストタイムは15秒ほど、チョッと難しかったです。

その他、ターゲットゲーム、ピンポンカップインの６種類のゲームを行いましたが、いずれも低学年

の生徒でも楽しくできるゲームばかりでした。２時間ほどの短い時間でしたが、子どもたちの歓声を聞

きながら楽しい時間を過ごせました。

３３世世代代交交流流ふふれれああいいレレククリリエエーーシショョンン事事業業

令和8年5月12日(火) 城小体育館
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体育委員会


